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取り組み 

　ズワイガニの幼生はプレゾエアでふ化し，ふ化

から数十分後に第１齢ゾエア，１５～２０日目に第２

齢ゾエア，３０～４０日目にメガロパ，および６０～８０

日目に稚ガニへと脱皮する（図１）。なお，種苗生

産試験はゾエア期，メガロパ期の２段階に分けて

行っている。

１）ゾエア期

　取り組みを開始した当初は，２０kL容量以上の大

型水槽で試験を行ったが，ゾエア期の基礎的な飼

育条件が未解明であったことに加え，幼生の沈下

による細菌への感染が原因と考えられる大量死亡

が生じた。そこで１９９４年から，小型容器（１～３０L）

を用いた基礎試験に重点を置き，まず１４�が適正

な飼育水温であることや（小金ら，２００５），餌料系

列（Kogane et al. , ２００７）などを明らかにした。さ

らに，これらの条件を５００Lと２０kL水槽を用いた

量産試験に応用する中で，ゾエア期の飼育に重要

な以下の３条件を明らかにした。

①大量死の直接原因となるゾエアの沈下防止手法

として，撹拌機（図２）による幼生を強制浮遊

させること（小金ら，２００７）
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図１ ズワイガニの生活史
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小浜栽培漁業センター

山本岳男・藤本　宏・山田達哉・高橋庸一

はじめに 

　ズワイガニの主漁場である日本海での資源量

は，１９７０年をピークに現在は１/３程度にまで減少し

ている。このため小浜栽培漁業センターでは，� 

１９８４年から資源増殖への貢献を目的として，本種

種苗生産技術の開発に取り組んできた。その結果，

２００８年に初めて稚ガニの生産数が量産の目安とし

ていた１万尾を突破したので紹介する。
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②細菌感染症の防除対策（小金ら，２００７）

③主餌料であるワムシへのエイコサペンタエン酸

（EPA）とドコサヘキサエン酸（DHA）の補強

とその添加比率　（小金ら，未発表）

　これらの成果により，２００３年以降は数万尾単位

のメガロパを毎年安定して生産することが可能と

なった。

２）メガロパ期

　２００６年からはメガロパ以降の生残の向上を目的

とし，２００８年度はメガロパ脱皮時の減耗の防除と

メガロパの飼育に適した水温を検討した。

①脱皮時の減耗防除

　ゾエアからメガロパにかけての大きな減耗とし

て，メガロパへの脱皮直前に水槽底の沈殿物（残

餌や糞）に絡まって死亡する個体が多く観察され

た。そこで，脱皮に影響する沈殿物量を検討（１

Lビーカー試験）したところ，量が多いほど悪影

響が認められた。そこで大型水槽ではメガロパへ

の脱皮直前に新しい水槽へ移し（移槽），沈殿物の

影響を極力排除する手法を検討した。移槽は，上

からの光を水中の白色板に反射させ，集まったゾ

エアをサイフォンで新しい水槽に移動させる方法

で行った（図３）。その結果，メガロパへの脱皮率

は７１％と，移槽しない場合（３０％以下）に比べて

大幅に向上した（表１）。

②飼育水温

　これまで，メガロパの飼育はゾエアの適水温で

ある１４�で行ってきた。しかし，天然のメガロパ

はゾエアより低水温域に分布する（今，１９８０）こ

とから，メガロパの飼育に適した水温はより低い

のではないかと考え，３～１４�での飼育試験を

行った（１００L水槽）。その結果，８～１１�で最も

高い生残が得られた（図４）が，天然のメガロパ

の生息水温の範囲と考えられる３～５�では逆に

生残が低下した。これは，３～５�では稚ガニへ

の到達日数が３�で約８０日，５�で約６０日と８�

（約３０日）や１１�（約２０日）よりも長くなり，飼

育環境が悪化したことが原因と考えられた。

　この結果を量産規模（３～５０kL水槽）で応用し

たところ，稚ガニの出現率（表２）は，冷却区

（水温約９.５�）が５３％と自然水温の対照区（同約

４
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図２ ２０kL 水槽に設置した撹拌機の概略図
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図３ ゾエアの移槽方法
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表１ メガロパ脱皮直前での移槽がメガロパへの脱皮
率に与える影響
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１２.５�）の１６％より大幅に向上した。

今後の方向性 

　２００８年度は，小型水槽での基礎試験６４例，量産

規模での実証試験１０例を行い，稚ガニの総生産数

（図５）が１８,４１２尾となり，初めて１万尾を突破

した。今後は，稚ガニの量産技術を安定させると

ともに，生産した稚ガニを用いて成長や脱皮間隔，

成熟等の生物学的特性を明らかにするとともに，

放流試験による天然での移動や分散等の生態の解

明に取り組みたい。

【引用文献】

小金隆之，浜崎活幸，野上欣也，２００５：ズワイガ

ニ幼生の生残と発育日数に及ぼす水温の影

響．日本水産学会誌，７１，１６１－１６４．

Kogane T., S. Dan, K. Hamasaki, ２００７：

Improvement of larval rearing technique for 

mass seed production of snow crab 

Chionoecetes opilio . Fisheries Science, ７３, 

８５１－８６１．

小金隆之・浜崎活幸・團　重樹，２００７．ズワイガ

ニ種苗生産における飼育水の攪拌と薬浴によ

る生残率の向上．日本水産学会誌，７３，２２６－

２３２．

今　　攸，１９８０：ズワイガニ　Chionoecetes opilio

（O. Fabricius）の生活史に関する研究．新潟

大学理学部付属佐渡臨海実験所特別報告，

２，１－６４．

 

日本海　リサーチ＆トピックス　第５号　２００９年８月

５

図４ メガロパの飼育水温と稚ガニ出現率
　※異なる小文字のアルファベットは有意差を示す
（p<０.０５，χ２検定，a<b）

図５ 小浜栽培漁業センターにおける第１齢稚ガ
ニの総生産数

表２ メガロパ期の飼育水温と稚ガニの出現率（量産試験）
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